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「小中学校適正配置計画」について

視察日：平成25年５月 22日（水）〜24日（金）

出席委員５名、欠席委員２名

視察先：兵庫県伊丹市・篠山市

　篠山市は、平成14年３月に策定された「篠山

市教育基本構想」に、小学校 19校から 13校に

統廃合する学校適正配置計画が盛り込まれ、基本

構想をもとに、平成14年度から教育懇談会や教

育トークを実施し、教育環境の変化、保護者や地

域関係者が抱えている懸念事項を丁寧に説明し

て、地域の理解を得ることに努めておりました。

　平成21年２月には、「篠山市学校教育改革５ヵ

年・10ヵ年計画骨子（案）」が策定され、さらに

市民の意見を繁栄させるパブリックコメントを行

い、複式学級を有する城東地区の３小学校の統合

準備委員会を平成21年５月に発足しました。委

員会では、教育課程部会、通学施設部会、ＰＴＡ

部会、地域振興部会の４つの部会で81項目につ

いて調整が行われ、翌年４月１日に篠山市城東小

学校として統合されました。また、通学時の市営

スクールバスは24台で、幼稚園の園児から小中

学校の児童生徒を対象に、運転を民間に委託して

行われており、年間の委託料は１億 4,000 万円

かかるとのことでした。

　今回の視察を通して、小中学校適正規模・適正

配置については、保護者や教育関係者、地域住民

の理解と合意を得ながら不安解消を図るよう要望

しました。

　その他、次の事項について視察研修を行いまし

た。

　視察地：伊丹市・篠山市　

　・公立幼保連携型認定こども園

　・重要伝統的建造物群保存地区の防災対策

「都市再生整備計画事業」について

視察日：平成 25 年５月 22 日（水）〜 24 日（金）

出席委員６名、欠席委員１名

視察先：兵庫県姫路市・京都府京都市

　姫路市において、交通の要所である姫路駅を中心と

した、都市再生整備計画事業について視察研修を行い

ました。姫路市は、鉄道の高架化が契機となり、南北

に分断された市街地の一体化及び南北交通の円滑化を

図る必要性が生じ、「歴史をはぐくみ賑わいと感動あ

ふれる都心の再生」を目標として、「都市再生整備計画」

が策定されました。この事業は、姫路城、姫路駅、手

柄山の３つの拠点整備とこれらを結ぶ交通網の整備、

駅南土地区画整理事業で、主な事業は、姫路公園の改

修事業の実施、モノレールの旧駅舎を手柄山交流セン

ターとして改修した既存建築物の利活用事業、手柄山

と姫路駅の間に横たわる紡績会社跡地の区画整理や道

「eモニター制度」を生かしたまちづくり

視察日：平成 25 年５月 22 日（水）〜 24 日（金）

出席委員６名、欠席委員１名

視察先：愛知県安城市・三重県大紀町

　安城市において、「eモニター制度」を生かしたまち

づくりについて視察研修を行いました。「eモニター」

とは、市内在住または在勤の18歳以上の方を対象に、

電子メールアドレスを持ち、インターネットを利用で

きる皆さんに「eモニター」として登録していただき、

パソコンや携帯電話、スマートフォンからインター

ネットと電子メールを利用して市からのアンケート調

査に答えていただく制度です。回答された「eモニター」

への謝礼は、同一年度内すべてのアンケート終了後、

回答数が５〜９回の方に500円分、10回以上の方に
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1,000 円分の商品券を差し上げています。アンケート

は10問程度であり、登録は無料です。

　今回のアンケートの内容については、ごみ処理、食

育、公共施設の休館日・開館時間等９項目ありました。

アンケート結果は、２週間でウエブサイトに公表し、

結果をもとに翌年度以降の市政に反映していくという

ことでした。

　その他、次の事項について視察研修を行いました。

　視察地：三重県大紀町

　・宮川流域の保全・再生と地域の活性化について

路の整備など、市街地の拠点を結ぶ回遊性の高い市街

地整備を実施していました。

　桜川市においても、真壁地区と岩瀬駅前地区のまち

づくり交付金事業を、今後さらに一体的かつ総合的な

まちづくりに発展させ、新たに桜川らしさを創造して

いくことが、発展につながっていくと感じられました。

　その他、次の事項について視察研修を行いました。

　視察地：京都府京都市

　・住環境維持、景観保持の取り組みについて

姫路駅
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